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基礎と応用の接点

荻 野 圭

版活というと、チイ共の頃珍らしく降り積った勺の中に

恰度釣竿のように糸の先に結びつけた木炭に2・が一杯つ

いて兵:白になったこと、ビール}阪を赤熱した針金で輪切

りにした中に木炭の粉をつめて防毒マスクまがいのもの

を作らせられたことを想い出す。また、木炭が脱臭効果

のあることを知ったのもチ供の頃である。その後、コ ロ

イドおよび界面化学を専攻するようになってから、すべ

ての界面現象が吸着に大きく関与することを学び、吸着

の重要性を認織するに至った.なかんず〈、私の専門と

する界l削活何物質は、気 ・液 ・図の問で、およそ界簡を

つくるところでは、これら界而活性物質分了・が政治して

界商の性質を大きく変え、 l時に_3~ きをQえることさ えあ

る。

たまたま、 ト年程前から環境科学の問題に関連し、水

中に溶存する微量:の有機物を除去する研究に取り組み、

古くから使われている活性炭をはじめとする炭素系吸着

剤を取り被うようになった。そして、これらをしらべて

みると、その多くは比表面般や細孔径、あるいは網孔容

積とその分布といった、いわゆるl吸着剤の物理的性質と

l吸着との研究が主であることに気がついた。彩、たちは炭

素系吸着剤の表面化学機造にi{j:目していくつかの新しい

知見を得た。たとえば、各紐の化学処理によって表面改

質したl汲右剤が気相吸着と液相吸着とで全く呉なる挙動

を示すことを知った。月及疋?に物理l汲若と化学l倣~f とがあ

り、これらが分子間相互作用に依存することからすれば

至極当然のことである。

炭素系l吸お剤はゼオライト系I吸着剤にくらべると細孔

のコントロールはむずかしい。しかし、今後細孔やその

分布のコントロール、表面化学椛造を自由にコントロー

ルすることが可能になれば、その利用はilllJ1)知れない。

たとえば、今まで分離できなかった天然物中の微品なファ

インな物質を分離精製することが可能になり、バイオ

やライフサイエンスに大いに役立つであろっ。そiLには

R吸着したものをうまく脱1~:させることが必要で、物理構

造と化学構造のコントロールが豆要てザある。また、形態

にしても用途に応じて繊維状、針状、ビーズ状等いろい

ろ変えることが可能である。

荻
野
主
---・・・.

さて、 H及活に闘i坐する研究者や技術者は大変多い。た

とえば、理論を符:訟とする人、吸着剤lを構造化学の立場

から見ている入、あるいは実際に工業的に吸着剤をつく

っている人とそれを利用する人等、それぞれの分野で活

関しているが、それらの聞の関連はうまくいっているだ

ろっか。

いまや、物質とくに国体の表面構造を知るための機探

は-ltし〈発達し、 q及滑剤表面の屯下状態や吸着状態まで

明らかにすることが可能になった。一万、工業的に版活

剤を使用する場合には、どうしてもrn販の工業製品を用

い、これらを化学工学的に取扱わざるを得ないロしかし、

吸新剤と被吸着質との聞には化学構造上密接な関係があ

ることは上にのべたとおりである。つまり、吸着剤lの構

造化学的な基礎研究とl吸着という応用研究との問をどの

ように結びつけるかが今後の課題であろう。

ヰニい、日本l汲諸学会が設立され、広い分野で活躍され

ている吸着に関述する方々が一向に会する場ができたこ

とはそういう意味でも大変有意義なことである。最後に

もう一つ欲をいわせてもらえば、本誌にl汲452に関連する

研究論文や研究発表の題目リストがぬ，1長されればすばら

しい。

いずれにしろ本会が設立の趣旨に沿ってますます発展

し、会員のためにもまた社会にも大いに貞献することを

ネITってやまない。

東京理科大学

理工学部教授
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日本吸着学会第 2回研究発表会のお知らせ

昨年に続いて、第 2回の研究発表会を下記のように開催します。第 1回の研究発表会は、

豊橋技術科学大学の皆様のご尽力により多数の皆様が出席され盛会でした。本学会の会則

にも明記してありますように本会は学際的な学会であることから、化学、化学工学、物理

学の研究者のほか、企業のあらゆる分野からの御参加をお待ちしております。ど うぞ今回

も有って御参加下さい。

日時 昭和63年11月24日(木)-25円(金)

会場 明治大学校友会館

(東京 ・神田駿河台、 JRお茶の水駅下車)

競演申込ならびにポスタ一発表申込方法

ハガキもしくはハガキ大の用紙(1件ごとに 1枚)に ①題目、②氏名(講演者

にO印)、③所属、④連絡先、⑤講演の概要(100字程度)を記入して、下記に郵送

して下さい。申込者に原稿用紙をお送りします。

なお今回は、発表件数の都合によりポスタ一発表も計閲しております。ポスタ一

発表を希望の場合は、ポスタ一発表希望と赤ペンで付記して下さい。また事務局よ

りポスター発表をお願いすることもありますので子めご了承下さい。

研究発表と並行して企業各社の新製品等の展示紹介(吸着剤、吸積装置、測定装

置、情報機器など)を計画しております。御希望がありましたら事務局に御連絡下

さい。

市町寅申込締切

講演要旨締切

7月30日(土)

9月30日(金)

申込・問合せ先 干 21 4 )11111奇市多摩区東三田 1-1-1 

参加申込方法

明治大学工学部工業化学科

才・県一之

電話 044 (911) 8181 (内線 381、242)

ハガキもしくはハYゲキ大の用紙(1人につき 1枚)に ①氏名、②所属、③述絡

先、④忠親会参加の有無を明記して、上記に郵送して下さい。なお、参加費、懇親

会費は同封の振替用紙にて払い込み下さい。

参加登録料 一般 4000同 学生 2000円

(11月1日以降各1000同増)

参加申込締切 10月31日 (月)

懇親会参加費 5000円

懇親会日時 ・場所 11月24日 (木)夕刻、 明治大学校友会館
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1 .はじめに

労働環境はそれぞれのお業王の責任で管理されている

場所であるため、一般研'先の対象となり!tiEい商があるが、

数多くの化学物質が取り扱われる場所であるから、労1frl)

J;;l境~:理には栂々の技術が{変われている。

現在までに、労働安全術生法に基づいて登銑さilてい

40 

Adsorption of mercury vapor by various 

adsorbents. 

30 

Hg vapor pre ssure (mg m3) 

20 10 。

20 

。

Fig.l 

たとは言っても、依然として電池や温度計などに使用さ

れている工業材料である。

ところで、活性炭の水銀吸着能は小さいもので、吸着

剤としての実用性は殆どない。活性炭の表耐を液相酸化

してカルボキシル誌や水圏全基を生成させると水銀蒸気の

吸着容量は士科大するが、この吸着能は水蒸気が共存する

条件下では消滅してしまっ。同じモル数のカルボキシル

基を有する CMーセルローズが金〈水銀を吸訴しないの

で、厳化活性炭による水銀吸着は表面極性により強化さ

る化学物質は22，000邸主(i(立である。これらの物質の中で、

布苫・性が非常に強いために裂造禁止になっているものは

極くわずかの 7種類、製造許可が必要なものも 7担額で

ある。それ以外のものは、作業者の健康が損なわれない

ような安全対策を泊した上で取り扱うわけで‘、そのため

の技術的な対策が必要で‘ある。

物質の有害作用の強さ (eftect)または作用が出現する

頻度 (response)は、人聞がその物質を体内に取り込む

盆(dose)に依存し、一定以下の doseでは健康への影特

は計測しえない範幽となるという考え方によって、多く

の物質に対する労働環境の管理が行われている。労Hu環

境の暴露限界値とか什容担度とか呼ばれる値がそれであ

10 

る。労働省では労働瑞境岱3裂の技術的な指標として管理

i農度という値を示し、作業場内の空気がこの濃度以下に

i果たれるようにしている。管理濃度や許容j良度は物質に

より異なるが、殆どの物質に対して1000 ppmから0.001

ppmの範囲内にあり低濃度であること、また対象物質

の種類が多いことが特徴であろう。実際には、クリーン

な作業場も沢山あり、低濃度の空気汚染を問地とするH寺

にはそのための分析技術の定最下限と追い駆けつことな
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る場合も多い。

吸着技術はこれらの希薄なガスを除去したり、 i段縮す

る万法として使用されている。局所的な低i震度tfスの処

理には、小型装置て弘子;11:性がある吸着技術は便利である

が、飽和現象があることと、飽和時点の予ill肋哨tしいこ

となどの問題点もある。今凶は広が今までに扱った有害

trス吸着剤の例について紹介することとしよう。

Adsorption isotherms of amrnonia on metal 

加1pre釘latedoxidized active carbons at 25.C. 

The amounts of metals impregnated on the 

oxidized active carbon were presented in ( )ー

200 100 
VAPOR PRESSURE (mmHgl 

。。

Fig.2 
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2.水銀蒸気

活性炭による水銀広気の吸着は、古<1926年に Zelim.

skiiとRakuzinにより報併された記録がある。その後、

ょう索、銀、金属般化物や金属硫化物などを添泊したm
性炭による水銀蒸気のI!及 ~'('iが報告されている。現夜、水

銀は農薬やソーダ工業での屯僚としての使用がなくなっ



れた細孔壁而iへの物思吸着であることが分かる。これに

較べようぷ添治活性炭は非常に大きい水銀ii~気吸Æi容訟

を示し、その容量は添，{iされたよう素量に依存する。こ

の吸Aii立共存水蒸気に殆ど影響されない。ただし、ょう

$は活性炭に添着された状態でも盛んに昇依するので、

ょう素蒸気を煉う用途には使用できない。 Fig.lに稿者

がかつてil!lJ定した借住炭、般化i首位炭、ょう諜添着世|ま

炭、 CMーセルローズの水銀吸荊量を示す;。 後に、

13-をイオン交換した陰イオン交換樹脂について同様の

iJliJ定をし、やはり水銀をよく吸着することを認めたので、 2) 

拘体の構造に関係なくよう索そのものが水銀を固定する

ことが分かる。ついでながら機会があったら皆さんの研

究室にある活性炭の水銀含有i訟をiUiJ定してみて下さい。

もし、研究室に水銀を保有されているならば、活性炭が

水銀を含んでいるはずである。

もっと繊細で高価なl吸着剤は金線や担体に銀をコーテ

イングしたもので、水銀はアマルガムとしてl汲着する。

この場合、加熱により l以活剤を再生することが出来る。

3.アンモニア

アンモニアは改めて言うまでもなく塩基性の強い物質

て¥遷移金析に対して配位子として結合する。この性質

を利用して、戦前からアンモニアに対してはキュプラマ

イトと呼ばれる硫酸銅製剤が使用されてきた。これは硫

酷銅を酸性白土などの担体に着けたもので、アンモニア

を版着すると一層背くなる。空気111に温度があると、こ

の吸着はむしろ促進される傾向がある。しかし、吸着斉IJ

の比表面般が小さいので、吸着述!立はi握〈、 l汲着剤の企h

l~的な使用と言う点では問題がある。

活性炭そのものはアンモニアを殆ど吸/6:しないが、表

面再変化した病性炭はキュプラマイトに相当する量のアン

モニアを吸泊する。その上、表面i酷化した活性炭に溢移

金属イオンを担持させると、表面酸性の効来と遷移金属

の効，米;のjilijnを期待できる。このことは、 Fig.2に示す

ように実験でも確認し、従来のキュプラマイトよりアン

モニア吸靖容量の大きい吸着剤を調製したf}しかし、笑

用的な吸ifj剤としては、現在は活性炭に硫酸などの鉱酸

を単純に添着したものが使用されることが多いようであ

る。この方がはるかに簡単に調製できる。この他に、椴

性水両変化アルミニウムなどもアンモニア吸不f剤として使

用される。

4.有機溶剤蒸気

溶剤として使用される有機化合物は400鴎類以上ある

といわれている。常i昆で液体であるが、概して蒸気圧が

尚〈、蒸気を発散させながら使用される場合が多いこと

はご存じの通りである。

有機溶剤蒸気に対しては、当然のことながら、活性炭

に優る吸着剤はない。問題はどんな活性炭がより良いか

である。特に杢気中の波度が1000ppm以下の低濃度の

有機溶剤孫気の活性炭への吸着は、空気中の湿度によっ

て低下するが、これは水蒸気の濃度が数パーセントであ

り、有機溶剤;1{気のi段皮に較べ桁逃いに高いためである。

この憾な事↑目立、工業生産プロセスの中の吸荊技術、 WiJ

えば溶剤回収などのように、もっと高濃度の有機溶剤蒸

気を吸着する場合には、あまり;考える必要のないことで

ある。

活性炭の」走面は疎水性であるといわれるが、その表聞

には活性jえ製造プロセス、特に賦活の過程で生成する合

陪ぷ官能JLが多少は存{toする。活性炭は空気中で保存す

るliHにも <<1(liの酸化がj並むことが釘lられている。その他

に、原料や製造工程に由来する攻ぷやソーダ紙などの金

属成分も含まれている.これらの成分が表面に部分的な

縦水性を与え、そのために水蒸気が吸着しやすくなる。

Table 1に示した 2銘柄の活性炭では、酸事含有益の

多い}jが力ui毘下での-#機蒸気吸心置の低下が激しいこと

Table 1. Oxygen contents of coconut-shell active carbons and adsorption of ethyl acetate 

Evolved gases up to 1000'C“ Adsorbed amount of 
Surface ethyl acetate vapor 

Active carbon area* H2 日20 CO C02 Total Total-O at 210ppm(mmoljg)*** 

m2/g Wt.% Wt.% Wt.% Wt.% Wt.% 1020atom/g O%RH 80%RH 

A 1086 0.10 0.25 3.48 2.47 6.30 15.08 2.88 l.54 

B 1199 0.20 0.15 2.63 0.51 3.49 7.56 3.09 2.26 

率 Derivedby the BET method on nitrogen adsorption isotherms at -196'C. 
** Total-O means the summed oxygen detected as H20， CO and COz from the evolved gases during 
heating the carbons up to 1000'C in vacuo. 

叫傘 Ethylacetate vapor at 210ppm in nitrogen sb.e釘nwith 80% relative hwnidity or 0 % relative 

hwnidity was adsorbed by active carbon beds of 100mg. 
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が分かった:}このことは、環境ZE気の浄化のための活性

J:}(は触媒-111.体などに使用するものと追い、厳素含有iu:の

少ないものの方が良いことを示している。

5，おわりに

最

ラエテイ一に富んでで、おリ、低i段皮でもあるので、実験室

で鷲i似の粂件を再現するだけでもー仕事となることが多

い。実験技術としても附単ではない商がある。しかし、

職場環境 (勿論研究京も含めて)のレベルは文化のバロ

メーターでもあるので、一層のクリーン作戦が必要なわ

けである。

参考文献

1) Y. Matsumura， Atmospheric Enviroment vol. 8 

pp1321・1327(1974) 

2) T， Suzuki， Y. Hayakawa and Y. Matsumura， 

Faraday Trans. L voL 77 pp2901・2905(1981) 

3) Y. Matsumura， Industrial Health vol. 14 pp33・40

(1976) 

4) Y. Matsumura， K. Yamabe， H. Takahashi， 

Carbon voL23 pp263.271 (1985) 

産業医学総合研究所

労働環境研究部長 絵村芳美

自主主主三£二二;
一千葉県柏井浄水場、活性炭流動層

吸着池および活性炭再生炉一

吸着の現場ルポの第 2凶として、千葉県eの柏井浄水場

(千葉市柏井町)の活性炭流動層と再生炉を見学させて

いただいた。船井浄水場は、現在、利根川と印揃沼より

取水し、千葉市および周辺のいくつかの市に給水を行な

っている。東側と西jP.IJの 2系列に処理系は分けられてい

て(図 1)西側の利根川からの取水分(公lfJ'fj~力360 ， 000

m/日)は、標準的な処理がなされている。東側に

その一期工事として、昭和55年 3月に印勝沼よりの取

水分195.000m'/自の処理施設が完成し、現在も稼働し

ている。この東側装置の計画時より水源とする印騎沼の

富栄養化に伴ない臭気問題が発生し、そのため東側施設

の拡張を行なうにあたり水質問題研究会を設置し、浄水

処理技術の調査研究を行なった。その結来、印熔沼原水

の処理方式としては、通常のf'lnt索処理とi疑集沈殿に加え

て、オゾン般化法と活性炭吸着法を採用することに決定

されたとのことであった。

いただいたデータによれば、 54年以降60年に至るまで

アンモニア性窒言葉は、利根川の0.2ppmに対して印描沼

は0.3-0.4ppmであり、有機物等は利十良川の10ppmに

対して印幡沼は20-25ppmのレベルとなっている。こ

の近年の汚濁の著しい印磁沼はプランクト ンi菜類が増殖

し、異臭p_，j.;等が発生している。

図 1に示すように治性炭吸粛のfi↑jに、非常に酸化反応

性の強い性質をもち、脱色、目見央、殺菌作用があるオゾ

ンとの接触を行なっている。

活性炭吸清法としては、 一般的な固定層別式にかわり 、

粒状活性炭を使用した流動層型式が用いられている。ま

た、活性j)t再生設備のi干l'水場内への設置により日本で初

めての活性炭再生設備プロセスを備えた浄水場となって

いる 8

活性炭吸.;(_Ii池は(図 2)オゾンにより酸化分解できな

かった臭気物質等を位状活性炭 (クレハビーズ炭、石油

ピッチ系)(粧径0.25-0.59mm)により吸泊除去する

ことを目的としている。l吸着池施設は現在11池 (予備池

l池)あり、 1池の面積は56m'(巾20mX長14.0mX 2 

系列)でこれに粒状活性炭を1.0m張込み、充てんiitは

56m'である。図3に示すよ 7に、吸着池の構造は、整流

部 (レオポルド、砂利、砂、ビーズ炭)と粒状活性炭

層よ 1)成っており 、計阿通水空搭流速 LV15m/時て"の
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粒状活性炭流動界面は約 3mまで上昇する。オゾン処理

水は、中間ポンプにより吸着地下部から上向流で粒状活

性炭と約10分間流動接触することにより臭気物質等は完

全に除去される。活性炭l吸着池1池当りの持続処理能力

は約900，000m'(約45日)であるが、水質の状況により

変動する。破j品点、に達した粒状活性炭は、吸着池から再

生施設に送られ、再生したのちl汲若池へ張込み、洗浄後

再び使用している。 なおオゾン、活性炭i~l)分は荏原イン

フィルコ(仰が建設を担当したとのことである。

活性炭再う=胞設は臭気物'l1等を飽和l吸着 1- 、{政過l~に

透した粒状活性炭を再生する施設であり、再生炉 l台あ

たり故大稼働て"1i也56m'分を再生するのに約91時間を嬰

し、 PJ_A着i也を含む再生によるロスは約5%である図活性

炭スラリーは、計量檎、貯留f省、脱水機を経て、活性炭

フィ ーグーで再生炉に供給される。図4に示すように、

再生炉、上段-11.見積部、下段-)民活者11の2段流動層で構

成され、 11足一若部に入った|吸着炭は300-400
0

Cにて活性炭

に付着した水分の蒸発乾燥、吸着物質の脱着炭臼を行っ

た後、ダウンカマーパイプを通り賦市部に入り 、賦活部

では700-800
0

Cにおb、て炭化物質をスチーム、燃焼ガス

等の陪化7ゲスと反応、させ、ガス化することにより活性炭

は再賦活される。 lヰ!賦活された活性炭は急冷槽、分縦槽

を通り、再生炭貯留槽に入り、計量槽を経て、活性炭吸

着池に返送される。

ここで紹介したオゾンー活性炭処理の設置により、供

給水道水について臭気の苦情はなくなったとのことであ

る。相当な設備費と維持費が必要と思われるが、公共施

設として、上質の水道水を供給する為に必袋な設備とな

っている。

綴藤義E

図4 千代田サラブレッ卜242活性炭再生炉

今回のルポルタージュ記事を書く為に、千葉県水道局に

お世話になり、また千葉県水道局発行の“泊井浄水場"およ

びい柏井浄水場 ・活性炭再生設備"のパンフレットより

多くを引用させていただいた。記して謝意を表する。

明治大学工学部工業化学科

助教綬茅原 一之
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[:会員紹介- 1 3 
オルガノ株式会社

一一イオン交換樹脂・合成吸着剤により
超純水製造、特殊液分離精製に貢献-

創業以来40年有余、“水のオルif、ノ"として水に取組

み、主として純水装置を始め、上下水道設備、排水処理

設備に実綴を重ね、また糖液精製など特殊液処理装置に

さまざまの技術をもって対応してきました。原子力から

家庭までをモットーに火力 ・原子力発電用の水処理装置

から小型機堺、更に家庭用の浄水器まで広い商品の開発

販売を行っています。水の総合プラントメーカーとして

水処理に必要な薬品も扱い、また食品添加物の研究販売

まで手掛けている点は注目きれているところです。

当社のイオン交換樹脂アンバーライトは、それぞれの

用途向けに数10種を有し、また各種合成吸着剤は、純水

装置のみに限らず食品、医薬品工業における溶液の分自jt

精製装置に広〈ご採用をいただいております。

この様な実織を踏まえ、最:ilIの半導体工業で要求され

る超純水には高度の投術を駆使し、高度な知見と経験を

生かし、メ Jゲビγ ト時代に相応しい水質を造るプラント

を提供し、またアミノ陵や医薬品などの分離精製におけ

る数多くの実績を恭に、新しいクロマ卜分離装置などを

推めています。

特に糟液精製に閲する技術開発と実績は早くから注目

され、この分野ではイオン交換樹脂の性能のみならず、

活性炭の機能を駆使し、パルスベッド式I吸着塔システム

と使用済み活性炭の再生炉を組合せた大型精製装置を納

入しこの業界に役立っています。

2-3の新しい技術・商品についてご紹介しますと、

〈擬似移動層方式クロマト分離装置〉は最近当社が独自

に開発したシミュレーション技f桁と制御ソフトにより、

新しいクロマト分離システムとして完成したものです。

目的とする物質の活性を煩う ことなく、高純度で五つ大

量処理が可能なシステムです。医薬 ・製薬、食品、化学

の分野の各積物質の分離精製に威力を発揮するものと期

待されます。く合成吸着剤 XADシリーズ、AXTシリ

ーズ〉は既に多くの目的にご抹用いただいていますが、

抗生物質、酵素、ペプタイド、アミノ酸などの精製に利

用されています。イオン交換樹脂アンバーライトに併せ、

ご検討をいただき広くお推めします。〈吸着剤 I士シリー

ズ〉は当社が新しく開発した吸活剤シリーズで、現在各

い~. ~τ 
槍身岬睡

民珂

可ゐ

オルyゲノ株式会社本社

本 社 干113東京都文京区本郷5一5ー16

電話(03)-812-5151

代表者代表取締役社長前回答克

方面に試料を提供し、ご検討を願っております。 FEシ

リーズは酵素悶定化担体として、 FSシリ ー ズはシリカ

ゲルベースのクロマト剤に、他に数種のシリーズがあり

ます。何れもイオン交換樹脂よりも粒径が小さく 50-200

ミクロン程度で‘す。

当社は今後も高度の技術を追求し、世界のイオン交換

樹脂アンバーライトを中心に、広い範囲で用排水処理、

各種溶液の分離精製処理に挑戦して行きます。
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吉山困、時凶日目的…'.~.~叫H目白山町田一一百四日…ぺ

仁三、史民主二三一一戸抽出回j
株式会社重松製作所

働〈人の安全と健康を守り、幸福を支えること

これが、シゲマツの理念です。

当1':1:は、大ょ1:6年(1917年)創業以来70余年、 -fIし

て働〈人たちを、業務上の似害あるいは疾病から';'pり、

その人々の常耐を支える保護具、機守号、特に防毒マスク、

|幼じんマスクなどの呼吸用保准具を中心に、 メゲネ、保

護衣、 安全~I日、弁償保必手袋、安全持、担架等の保必具、

機器の型i1i:1坂売に専念してきました。

昭和42年には、川崎航空機、防災機器音1)(現川竜防災

工業附)と提傍し、以後は同社のカワサキ式酸素 ・空気

呼吸器の総発売元となり、名笑ともに呼吸用保必具の総

合業者としての地位を確たるものといたしました。

圧倒的な市場占有率を有する

防毒マスク・自給式呼吸器

中でも、 l呼吸用保必具のシェアは高〈、特にIl})ぷマス

ク、自給式l呼吸椋等、マスクの優劣が直接作業者の生命

を左右するような大型品は圧倒的な市場占有ポーを有して

います。

最新型ドi}j議マスク

<GM-155> 

シゲマツの製品は世界に甥いています。

当社の製品はTSの商標と「シゲマツの保必具 ・機器J

の呼び名をもって、日本はもちろん米園、欧州を始め世

界弁同に輸出され、活躍し、海外の俄〈人たちの安全衛

生向上にも寄与しており ます。

特に昨年 1月には販売提携先である世界でも有数のピ

ックカンパニ一、米国 3M (ス リーエム)社よ り、 北米

以外では初めて製品の優秀な品質基準に刻 し if共給者品

目行埋認定uJ手受け、当社の技術水準の高さがたl'価さ

れました。

天災も、災害も、忘れた頃やって来ます。

当社はこの点について、 常に顧客の立場で考え、事故

例や、各事業所の安全対策の周知、対策のレベルアップ

等を目的として PR誰誌「産業と保健jの刊行および保

，，~nの正しい知識を周知するためのビデオテープ、スラ

イドの制作、貸出等を行っています。

そして、 -hでは、新素材、新技術を生かし、より安

全て¥より快通、より経済的な保護具の開発、普及を通

して、人々の安全と健康を守り、 幸福を支えるという有

立議で、かつ誇り高い仕事を今後とも続けてゆきます。

プロフィ ノレ
圃資本金 :51.0':7.000万円

.代表 者 :取締役社長京松間三郎

.営業品目:防毒マスク、肋じんマスク、冠動ファン付

粉じん用呼吸保護具、送公マスク、空気 ・

検索呼岐器、保護メ yγネ、安全帯、与や'Tl保

晶子袋、16袈、置き言葉計等
・従業員:約370名

.* 社 :干101-91東京都千代田区外神田 3 13-8 

TEL 03-255-0251 

・事業所:

埼玉事業所 〒339崎玉県岩槻市谷下267

東京事業所 干114東点都北区滝Ijl1'I11 3 -58-3 

.技術研究所:干339崎_li県岩槻市谷 ド267

・営 業所 :

東日本営業所 本社内

東 京営業所 干114東京都北区i沌!IH'JlI 3 58 -8 

関 西 営業所 干535大阪市旭区高段6-15-19 

九州営業所 〒822悩岡市博多区博多駅前 1-24 

-20 

・出張所・駐在員 :国内24か所、同外lか所 (fii勾)

株式会社重松製作所

車間寿部 ノj、口文維

可
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iTeaBreak 

科学する心一一本質を考える一一

日本人の独創性について、しばしば議論されている。

この豆大なテーマについて、あれこれ言えるほどの見ぷ

を持ち合わせないが、いちおう独省IJ性を主要求される職業

についているので、気にはなるものである。 1時聞があれ

ば、とりたてて趣味もないので、 j虚当な本をlflt1)出して

読んでいる程度である。そのなかから、思いつくまま、

いくつかを引用してみることにする。

(1) 幸太夫は、「此物何の為何の用をなすものか」と空

に浮とした球に喝采する毛庇たちの心を不思議に思って

いる。……日本人とは何か、と与える事がめった@空気

より経い気体の「浮力」を発見し、それを手Ijmして空に

滋いよっている巣間人たちは、すでに科学する心に依っ

て~{I;活ーのような夢を実演している。だが日本人は、「此

物何の為何の用をなすものかjという反応であった(鈴

木俊平“風船爆郷"新湖文庫)。

(2) rアモルファスjに新素材の可能性があるのではな

いかーアメリカではそれぞれのぷ・材について、物性その

ものから帰り下げるという基礎的な研究が活発に展開さ

れているのである。これに対して、我が凶でアモルファ

スならアモルファスの「物性jそのものから織りおこし

て探索をつづけていると b、ぃ得るような民間研究所は、

残念ながら、ほとんどないだろうと専門家はみる(内僑

克人"幻想の「技術一流国」ニッポン.，新潮文庫)。

(3) rハレ 替黒J騒ぎ: rところで、琴長調べてなに

になるのかいJ一一一十四日夕刀、京浜東北総でサラ 1)ー

マン胤の二人の会話だ(週刊新i朝"科学"昭61)

(4) 日本人は、いつも思想はそとからくるものだとおも

っている(司馬遼太郎“この凶のかたち"文芸春秋)。

(5) それでは「日本人のIIRJとは何かということになる

が、喜要略すれば、摘象より具体を、理論より笑際を、そ

して絞殺ょっ単純を指向する傾向といえよう(大塚恭男

“東と西の内科学"文芸春秋)。

以上、著者の立聞からズレているかも知れないが、引

用させていただいた。これを続んでの感想は、この欄

(Tea Break)をお読みの皆様方におまかせする 。 日本

人に独自iJ性が不足する理由として、鎖国が長かった、あ

るいは騎馬民抜と農緋民族のAなど種々の説明があるよ

うであるが、とくに独創性が足りない民族とは思わない

(忠、いたくない)が、いかがであろうか。

私白身{立、このようなむずかしいことはさておいて、

現象に対して“なぜか (Why?)"という気持ちを大切

にしたいと思っている。埋学も工学もしょせん肉然現象

を対象にしているので、なにかてす干見した仙理魂エイ"

という精神が肝要と思っている。

九州大学」二学部化学機械工学科

教授荒井康彦

f芸… 棚 二コ
書名 Characterization of Porous Solid 

編者 K. K. Unger， J. Rouquerol， K. S. W. Sing 

and H. Karl 

出版 Elsevier Science Publishers 

多孔性国体を取り扱っている技術者 ・研究者を集めて、

昨年4月27日から29日の関西ドイツの BadSodenにて

IUPAC・Symposiumon Characteristics of Porous 

Solid (COPS)が開催された。すでに千葉大学の金子先

生によ って当 AdsorptionN ewsの創刊号に報告 され

ているように、この会議では22件の口頭発表と約80件ーの

ポスタ一発表が行われた。会議においては、まず全体の

発表を基礎 ・方法論と多孔笠間体に分け、更に頬似なテ

ー?について細分化して討論が行われた。会議の前に10

枚程度の論文を提出する必要があったので、全体として

良くまとまっていた。

今回取り上げた本は、この国際会議で発表された報告

約100作の内から63約二を選んで掲械したもので、この中

には D.H. Everettによる基調論演も含まれている。

掲載論文の内容を調べてみると、不活性ガスの吸お平衡、

X線小角散乱、中性子園折、熱測定、水銀ポロシメトリ

ーを用いた多孔質体のキャラクタリゼーションがまだっ

ていた。そのほか、多孔質国体内の流れや移動と国体の

性質について検討を加えた論文も f~ll~されている 。 もち

ろん、日本から参加した大阪教育大学の近藤先生、千葉

大学の金子先生、それに筆者の論文も掲載されている。

近藤先生はシリカゲルとタンパク質の系について吸着等

温線を求め、タンパク質が吸滞状態では平間構造をとる

と報告された。また、金子先生は超臨界IJスが鉄酸化物

高分散活性炭素繊維に吸着するときの現象について、筆

者らは拡散現象と多孔性|吸着斎IJの榊遣との関係について

報告した。

本書は IUPAC司Symposiumのプロシーデイングスで
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あるから当然のことをがら純正化学や物理学の分野の発

表ーが多〈、応用化学特に化学工学系の論文はあまり掲載

されていないような!惑が拭えない。しかし、吸泊速度の

検討にも細孔織造だけでなく籾1孔表面の性質も検討する

必要があり、そのような場合の辞典もしくは入門書とし

て多少難しいが本書は利用できょう。また、口問発表と

ポスタ一発表の区別な〈論文の内容別によく整理されて

おり、一部のプロシーデイングスのような持者Jlli'iに収録

することなく大変読みやすくなっている。

明治大学工学部工業化学糾

専任議附古谷英二

i:塁走自問表 団 寸

日本化学会第56春季年会

〔物理化学一構造〕

(表面構造)

1 II A04 Mg02(lOO)表面へのメタン分子の吸着に関

する abinitio MO計算 (京都府大 ・都立大理)0小

林久芳・山口 克・伊藤朋恭

1 i1 A06 Ni(llO)表面における窒素分子一原チの吸着

とその相互作用(京大理)0桑原裕司 ・正義沢雅彦 ・西嶋

光昭 ・思地勝

lilA07 Si(11l)(7X7)表面上のギ絞め吸Ai状態(京

大理)0回巾|宗一郎・ 国崎光昭 ・恩地 勝

1 il A 08 HREELS. LEEDによる Fe/Ru(001)表面

への N2吸着状態の研究(東大理)0佐々木岳彦 ・有

賀哲也・江川千佳司 ・岩津康裕

1 II A09 Alで修飾した Pd(lOO)表面における吸着

種の挙動(東大理)0沢辺恭一 ・有ft哲也・江川千佳司・

岩i華版裕

1 ilAIO Si(lOO)、Si(100)9・面における C2H2の吸

着と熱分解(忠大理)0西嶋光昭 ・音信 淳・沼田浩嗣・

!草地勝

1 il All HREELSによる Pd(llO)消浄表面および

吸着函の表面レゾナンスフォノンの観祭(京大理)0吉

信 淳・関谷徹司 ・西崎光昭 ・恩地勝

1 iI A 12 アルミ ニウム単結晶表面でのカルベンの生成

反応(東工大資源研・東工大総理工 ・化技研)0原 亨

和 ・堂免一成 ・野副尚一 -加藤雅治 ・大西宇治

1 il A 13 二重変調 FT-IR高感度反射法による線表部

上に生成した吸着種の観察(東工大資源研)Oi商多喜久・

'lt免一成・丸谷健一 -大西孝治

1 II A14 Fe(100)商上の一酸化決議のl吸着構造-x線

光電子回折による解析(ハワイ ・東大理)R. Saiki . 

山田正理 .G. S. Herman']. Osterwalder. C. S. 

Fadley 

lilA15 Ni(100)ーCO吸若系のペニングイ オン屯下

分光(東大教養)石井久夫 ・増田 茂 ・原田義也

(赤外・ ラマン)

3 II A32 金属および金属賞受化物微紘子に吸着した分了・

の赤外 PA(光音轡)および DR(拡IIX反射)スペクトル

(関西学院大患)0中尾好子 ・山回マリ ・山岡崎河

3 il A39 基t反上に吸着したハロゲン分子の共鳴ラマン

(三重大工 ・北大応電研)0尾内良行 ・松島竹夫 ・笠谷

平日男・ 111崎昌博・佐藤博保

3 II A4Q 非水溶液中の銀電極表前iに吸着した7 ンガン

テトラフェニルポルフィン錯体のSERRSスペク

トル(早大理工)0遠藤茂 ・悶島英彦 ・金文錦 ・

伊藤紘一

3 II A41 銀屯極および銀コロイド表面に吸着した9ーメ

チルアデニンの SERSスペクトル(早大理工)0南

啓二 ・辻野敏文・金 文錫 ・伊藤紘一

3 ilA43 白金単結晶電極表面に吸，nした一酸化炭素の

赤外反射スペクトル(慶大理工)0北村房男 ・高橋ぷ知

チ ・伊藤正時

(電子分光)

4 iI A 26 NbC(lOO)表蘭における 02分子状吸着極の

解雛過程角度分解光電子分光による(東工大型 ・間

エネ研)0枝元一之 ・ 前浜誠司・宮崎栄三・加藤ゆg~

4 II A 27 Ag ( 111 )上の NOr.汲泊状態一角度分解光屯

チ分光法(東工大鹿 ・高エネ研)OHtii;兵誠司・枝元一之・

宮崎栄三・ 加d轟博男

〔触媒〕

(金属)

1 il D 07 EXAFSによる Ru/γ-A1203触媒の CO吸

析による構造変化(分子研)0水的生年?・回路和主幹 ・宇

回川康夫

1 II D09 Fe/Ru(001)表面上て'のcoおよび Nzの吸

着と解離過程(京大理)0佐々木岳彦 ・有21哲也 ・江川

千佳司 ・岩j事康裕

1 II D 10 修飾したニッケノレ単結晶表面上でのシクロヘ

キサンの吸必(化技研)0野副尚一 ・貝瀬正紘 ・西原

千鶴子

1 n D 11 Ti02 (110)表面上に深追した Niへの CO吸

必(東大理)0大西 洋 ・有賀哲也 ・江川千佳司 ・岩湾
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康裕

1 II D28 抱持 Pd触媒の地足温度ならびに担体料によ

る水素一酸素吸活安化(茨城高専)斎藤保夫

1 II D30 FT・IR法による担持 Rh触媒上の COツイ

ン吸着経(横浜国大工)福島it和O高松義人 ・小笠原点

夫

(酸一塩基触媒の調製と触媒特性)

3 II E 12 アルミナ国体ルイス超強酸へのクロロプロパ

ン、ベンセツ、シクロヘキサンの活性化班活(室蘭工

大)0泉漆勇昇 ・今両手日弘 ・百蒲明己

3 II E 18 シ1)カーアルミナ表面の酸 ・塩基性とアンモ

ニア吸着のMO法による検討(信州大工 ・理研)0三

ツ井J)).藤井恒男・鈴木 哲 ・三島彰司 ・野村興雄

〔コロイド・界面化学〕

(微粒子)

1 II F 16 硝酸アニオンの特典吸着(古河屯工横浜研 ・

木更津高専)0佐藤秀行 ・関線太郎

(粒子)

1 II F25 イオンの政治に対する表面電位の影響(皇薬

大)中垣正幸

1 II F29 高分子材料表l飼へのタンパク吸着量のESCA

による測定(製科研)Oifr谷健生 ・越崎直人 ・相羽誠一

1 II F31 α.FeOOH両分散化活性炭素繊維の水分子

吸着(千葉大理)0金子克美

1 II F32 X線小角散乱でみた、活性炭素繊維の水吸着

による細孔構造変化(学習院大理 ・ 千葉大理)O~草原向

子 ・金子克美 ・西川恵子 ・飯島孝夫

1 II F33 超微粒子の是正面特性(IV)Cuおよび Ni趨

微粒子の吸渚水 (1均山大・理)0森脇久紀・古川雄三・

森本哲雄

1 n F38 多孔性アルナイトに吸着した水の誘電率と'H

.NMR(千葉大理 ・者11立大理)0尾関寿美男 ・益田裕

一 ・佐野博敏

(気体吸着)

1 II F 43 表面改質した活性炭ぷ繊維による水中に溶存

する微量有機物のl吸う¥"71除去(1 ) 表蘭改質した活性炭

素繊維の吸着特性(ライオン研究開発本部 ・求理大理

(国体表面)

2 II F13 銀表面に吸落したアントラセン分子から蛍光

の方向依存性(東邦大型)0石僑蕗澄 ・大島 茂 ・促原

峻

2 II F17 COのl吸苅を利用した Ni.シリサイドの生成

過程の観察と COの解脱の制御(北大阪h研)浅川哲夫 ・

田中勝己O豊嶋 め

工 ・界商科研)0金子行総 ・阿部正彦 ・荻野主三

1 II F 44 表面改質した活性炭素繊緑色による水中に洛存

する微iii;有機物の吸着除去(2 ) 表制I'IJ~電場強度iRIJ定

による吸着機械の解明 (ライオン研究開発本音JI・東理

大理工 ・界面科研)0金子行裕 ・阿部正彦 ・荻野圭三

1 II F45 アルカリ土~í金属イオンでイオン交換された

ZSM.5ゼオライトへの窒素およびメタンの吸着(東

北大工)0山崎達也 ・綿貫 勲 ・ 荻野~定

lIIF461ト成クリソ タイルアスベストへの NOの二

段階吸着(千楽大理)0内山博幸 ・尾閥好美男 ・金子京

美

1 II F47 Ti 添加α.FeOOHのS02吸着能に対する光

照射効果(千葉大理)0井上尚光 ・松本明彦 ・金子克美

1 II F 48 JJ~外分光法による結晶子サイズ制御のα ー並

びにγ.FeOOHの S02化学吸着活性(千策大攻)0松

本明彦・金子克美

〔環境・安全化学〕

3 IX D06 吸芯:性指標による環境関連パラメーターの推

算(1 )土壌吸着係数(法政大工)大河内正一O三絞久芳

3区 D07 吸渚性指標によ る環境関連パラメーターの推

算(2 )疎水性化合物の溶解度(法政大工)大河内正一O

三枝久芳

3 IX D08 土壌代替物を用いた土壌吸着平衡定数の測定

( 1 )フラスコ娠とう法による測定法(慶大理工)0佐藤

滋 ・高島朋 ・岸秀子 ・橋本芳一

3 IX D09 土接代替物を用いた土壌吸着平衡定数の測定

( 2 )カラム法による測定法(慶大理工)0河野公一 -佐

藤滋 ・帰秀子 ・橋本芳一

3 IX D 10 土撲により大気中炭化水素の収新(東海大現)

O安岡高志 ・川崎江都子 ・城所忠彦・高野二郎 ・光j尺

舜明

3lX D36 定子移動型還元剤を用いた輝発性有機ハロゲ

ン化合物の脱ハロゲン化処理(京工総大工芸)奥彬

O木村健ifi.田口総之 ・加藤浩司

31X D37 活性炭による有機ノ、ロゲン化令物水気の吸着

( 2 )フロンガスのI!及活:平衡(倹浜IJi]大工)0山本英二・

小w鳥嘉達・浦~f'紘平

31X D38 変性サテンホワイトによる S02の術提 (北

大理)0石塚朋弘 ・山口 カ ・国部法三

3 lX D39 スルホキシド修飾ピニルアルコール系高分子

膜を用いる亜硫酸ガスの選択透過(長岡技科大)今井清

和・ 塩見友i1to予塚育志 ・板持弘子 ・井神i汚Ilな

3 lX D40 有機塩索化合物の熱分解lこi半うクロロベンゼ

ン類の生成特性(公害資源研)0今川 |峰 ・竹内正雄 ・
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(鹿大工)0 (正)甲斐敬美 ・(正)高僑武重 ・

(学)内川良英 .111知i康秀

[環境・安全工学]

i系新柄性炭による方、ス級若

(事11鋼ファウドラー)宝月25:彦 ・O崎山平日成

[生物工学]

一一医用・酵素一一

クロマトグラフィ一法による血液J疑問蛋自の分離

(京大生研)(正)鈴木基之 .O(学)宮川浩一 ・

(日必JfJl策分画C)(正)池田博之 ・沢田英千 ・

1~の分離

(山口大工)0 (正)山本修一 ・ (学)末久智之 ・

(正)佐野雄二

イオン交換繊維による酵素のクロマト分離

(績国大工)(正)松本幹治 ・(正)大矢崎彦 ・

恨康洋一 ・ (学)山本宏 .0寺西札史

一一一微生物一一

活性此にl吸収させた鉄酸化細l溺による銅鉱石の

F 101 K (基調講演〕

国体表Ihjの制御

(東北大学J~水溶液化学研究所)向山訴行氏

俄素 ・笠紫分子蹄炭の製造と分自ft特性

( ，'(ft大工)O(学)清水秀紀 ・(学)加藤健司 ・

(正)中野義夫

松村)

金属塩化物を添着した活性炭による水銀蒸気の

吸着

(金沢大工)(正)大谷吉生 ・ (正)江見準 ・

(正)金岡千嘉男 ・O(学)木本政義 ・

(武田薬品)(正)西野博

F 104 フェノール系繊維状活性炭による有機化合物の

気相l吸着

1亥

セ'オライトを用いた動物細胞培技液中のアンモ

N onlinear Chromatography によるタンノぞク

(筑波大応生)(正)松村正利 ・O(学)元木政道 ・

(正)片岡

j~ド野丞計

(抜粋

化学工学協会第53年会

[拡張分離工学]

一一吸着一一

素一一一一酵

ニアイオンの除去

リーチング

A 302 

E 202 

F 102 

A 103 

F 103 

A 104 

A 108 

A 109 

E
J
 

超高真空処理したft金属触媒表面上のl敗必一

酸化炭素の赤外線吸収スベクトル(神戸大工)0西山

党 ・土江孝明 ・有国 剛 ・鶴谷滋 ・正井i前夫

FT-IRによる111.持立金属触媒上の COnJ.Lu 

の経l侍変化(崎玉大J二)0木造初夫 ・三浦 弘 ・杉山手11

犬 ・松田常雄

反応の機構(東工大資ilJ;((iJf)高沢明弘O浅川幸彦 ・な免

一成 ・九谷健一・ rl'村龍之・大西孝治

FT-IRによる Ce02触媒上に吸着した CO

とH2(東工大資源~)f)0学仙 ・ 酒多喜久 ・近桜淳子 ・

旋11: 亨 ・裳免一成 ・丸谷健一 ・大西孝治

13CNMRをJrlいた 2r02上での CO水ぷ化

FT-IRをπjいた 2r02Jこでの水素の解脱IV.Li'J

(来工大資源研)0近雌淳子 ・j西多喜久 ・:i:免一成 ・ヨL

ポスターセッションー

触媒、錯体、有機金属
(触媒)

固体表面にl汲泊した Fe(CO)sの光照射によ

って誘起される触煤作J11(点工大工)0初閉雄二 ・宵

(横浜国大工)0古角尚広 ・mi野紘τJ7.

粘土鉱物の水中布機物版i{j:特性(2 )(1i~i兵民!

大工)0越 小夫 .i~ìn紘平 ・ 小笠原貞夫

酸性i容液中のフ γ 化物イオン吸着除去用の般

化ジルコニウムの性能(新山大工)0真島美智雄 ・問口

洋治 ・小松聡 ・西村 疋

酸化チタンをJlJいるオル トリ ン酸のl汲子除去

(新if.j大工)0真由美智峨 ・田口洋治 ・小柑11 聡 ・東甲f

晃

水中の微i止4写機物の炭素質吸着斉1]による除去

(東京有機化学工業 ・来J':!l大翌日工)0安居院波 ・l封村修

章 ・田中敏文

陰イオン交換制1I行によるカルポン酸吸~j:( 2 ) 

イオン交換樹脂によるヘキサシアノ鉄伊イオ

ンの吸着除去(新法j大工)0点島美智雄 ・回口洋ifi.田

中達也

ジゴ染料のシスートランス異性化(京工繊大工芸)0

小林正也・福西興至・ 4長l忠正俗J.山中克城-野村疋目白 ・

森本昭裕

(機能色素)

シリカゲルに政治されたペリナフトチオイン

i作 ・ 後藤一朗 ・ líuJ部J.I::，多・ ~1(ttf'圭三

〔機能物質〕

11誌

谷健一 ・大西孝治

沢保法 ・森川

1 V A36 

1 V A34 

1 V A35 

1 V A33 

1 V A32 

1 V A 17 

4 IX D03 

4 IX 001 

4 IX 002 

2 xn E04 

4 IX 005 

4 lX 006 

4 lX D04 

宮崎



(クラレケミカル)0田中栄治 ・内藤龍之介 ・

(岡山大工)(正)阪国祐作 ・(正)笠岡成光

F 105 添芯活性炭による悪臭成分除去

(明大工)(正)竹内薙 ・ (花王)地問浩 ・

(明大工)(学)浅羽英樹 ・O (学)河村瑞昭

F 106 合成ゼオライトによる気相二成分|吸着

(明大工)(正 ) 竹 内 薙 .0 (学)深民兵

F 107 板谷ゼオライ トの改質および空気中の酸ぷ ・窪

議・ガスの分離特性

(山形大工)0 (IE)高坂膨夫 ・根本秀行 ・

河野裕彦 ・ 松凶良~L

F 108 有機系l吸うn剤に吸着した有機物質の超臨界炭酸

ガスによる再生

(東大生研)鈴木基之 .0鶴達郎

F 109 Jド等溢下のl吸着t菩における移動現象

(被毘!大工)(正)池田憲治 ・ (正)石井裕 -

O(学)小中義宏 ・(学)1京島啓一・ (正)古川静男

F 110 断熱l汲苅尽の塔内温度分布の解析解

(阪府大工)0 (正)吉田弘之 ・

(Univ. of New Brunswick) D. M. Ruthven 

(阪府大工)(正)片岡他 -

F 111 多成分方、スi取活のクロマト法による検討(2)

(明大工)(iE)茅原一之 .O(学)判断器信夫

F 112 P S A i去による高純度一酸化炭素の分離回収

(神戸製鋼所)中娘義信 ・ (正)背方卓 ・

大坂邦夫 .0 (正)精谷文彦・

(関西熱化学)辻 利明 ・福凶辿彦

F 113 分子ふるいカーボンの超ミクロ孔拡散係数の調

も:14)

(明大工)(正)茅原一之 .O(学)松田秀行 ・

(正)竹内滋

F 114 繊維状活性炭 (AC F)を用いた液相吸着カラ

ムの混合拡散に関する研究

(京大生研)(正)鈴木基之(正)藤井隆夫 ・

O(正)李 l待元

F 115 アセトン、 lーブタノール、ピリジンを含む二

および三溶質希iW，水溶液から活性炭への吸着平衡 ・

(ヲ哨[S高専)0 (正)副地賢治 ・

(九大工)(正)荒井康彦

F 116 実廃水と河川水のl吸着処理に使用した活性炭の

j谷線.再生

(京大工)0 (正)田門宝 ・(学)岸村昌明 ・

(学)牧野菜 ・(正)岡崎守男

F 201 液相における活性炭と芳香族化合物の化学的相

互作用

(京大工)0 (正)回門肇 ・(学)柳原誠 ・

(学)西垣雅司 ・(正)問崎守男

F 202 パイロジェン除去吸着体 (固定化ヒスチジン)

の吸着機構

(田辺製薬生化研)0 (正)竹永勇治 ・縄田雅裕 ・

(正)坂田信行 ・瀬沼 勝 ・土佐哲也

F 203 アルギン酸素固定化フミン酸による基金属イオ

ンの除去

(北大水)0 (正)関 秀司 ・(正)鈴木興 ・

(i1で)開木由

f 204 粒状化した繊維吸着剤を用いる海水ウラン録取

装置内の流動と吸着特性

(JL大工)0 (正)諸問成治 ・ (正)能運弘 ・

(学)稲田光利 ・(正)草壁克己

F 205 海水ウラン採取用アミドオキシム樹脂の故直な

合成条件の検討

(京大工)0 (学)山口猛央 ・(学)上江洲一也 ・

(正)斎藤恭一 ・(正)古崎新太郎 ・

(原研高崎)須郷高信 ・岡本次郎

一一イオン交換一一

F 206 キレート樹脂による銀(1)のイオン交換吸着平衡

{京大理工)0 (正)吉塚和治 ・ (正)馬場出成 ・

(正)井上勝利 ・宮崎恭特 ・和.J' 都

F 207 アミン型キレー ト樹脂による二師金属のイオン

交換吸i{j平衡

(佐大理工)0 (正)吉塚和治 ・(正)馬場由成 ・

(正)井上勝手IJ.信田知昭 ・西村和浩

F 208 アルキルベンゼンスルホン酸塩類のNーベンジ

ルー4 ビニルピリジニウム型樹新による分離

(阪府大工)(正)片岡健 ，0 (正)武藤明徳・

(学)小山雅之 ・(正)者間弘之 ・

(京工織大工芸)川端成彬

F 209 キトサンおよびキトサン樹脂によるアルブミン

の吸着

( I仮府大工)0 (正)吉田弘之 ・ (正)片岡健 ・

(学)西原共有-

F 210 ペース 卜法で製牒した陽イオン交換肢の輸送特

'性

(静大工)(正)須藤雅夫 .0 (学)河守正司・

(学)源公久 ・(学)安西譲二

F 211 ハイドロゲルのイオン挙動

(的大工)0 (学)山本重隆 ・(学)内国勝 ・

(学)大川昌哉 ・(正)岩本慎二 ・ (正)中野義夫

(抜粋茅原)
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日本吸着学会新会員名簿

3月以後6月10日迄に受け付けました新会員 (維持会貝数は 2社 、正会貝数は 7名 )をご紹介欽します。なお， 6月

10円現在の会員数は維持会日25社、正会員197名になりました。

1.維持会員

島.... 、 員 名
代 表 者; 住 iiJi-

電話番号 (内線)称
連絡担当者 (所属 部署)

住友if(機械 常務取締役児島敏夫

エンパイロテ ック(附 住友 2提 (機械技術部)

日 本 ""̂' IL-(術 代 表 取 締 役 義 元 得 治

仲 井 和 之 (技術部)

2.正会 員

氏 名 勤 f~ 先 電話醤号 (内線)

西山 孝塩野義製察側製造部工薬試裂諜

阿部 幸子 青山 学院女子健期大学家政学科

信 定 孫 一 クラレケミカル(州大阪支社第一営業本部

IIIJ Tt徹郎 クラレケミカル(州大阪支社新商品販売部

山山市 兵彦 住友A機械エンパイロテ γ ク附第二本部

住友 実 住友m機械エンパイロテック刷機株技術部

iN 沢佐太郎大阪大学法礎工学苦[i生物工学科

日本吸着学会会員名簿の変更

Adsorption Newsに既に掲，1&致しました会員名簿に、その後、 一部変更の申し出があ りましたので、お知らせ致します。

1.維持会員

会只名称
代 表 者 住 所

'ilLぷ得号 (内線)
連絡担当者 (所属部箸)

東洋エンジニアリング{側 竹内勝彦

総合技術センター 竹内勝彦 (船僑技術センター専門要請f妓術グループ)

日本エム ・ケー・ エス鮒 F斤 長小林 !JJ 

大阪営業所 ( ;大阪営業所)

千代凹 it工機(仰 玉置正和

橋本共伽 (Ij日発企岡部)

(会日名俄変更)

三~化成{附総合研究所 (1日三菱化成工業側総合研究所)

2.正会 員

氏 名 動 fh 先 住 所 電話番号 (内線)

日 野 隆同 和レアー ・アース(術花開工場

竹 内 勝彦東洋エンジニア リング側総合技術センター

やl' .J宇和之日本ベル附技術部

司
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編集後記

Adsorption Newsも通算 5号目となり、ますます

松本I編集委員長の笑力が発病(されてきたことは皆様方も

感じられていることと忠います。私のような Activity

の低い一委員は、ただただ縫用のお手伝いのみですが、

何とか活動らしきものを行っておりますロ

l以若を学ぶ者として、 現イ上の電子工学の発達は喜ばし

い反面困っております。例えば、以前の吸うむ光j支計は光

学系を安定させて全体の粘度を向上させてきたが、現在;

ではコンビュータに より フィルターをかけて見かけ上安

定した結果を山しております。このことは、常に幅広く

注立を払う必要があることを笹鐘していると思います。

当編集委員会も幅広い分野にわたって注意を払うつも

りであ リますが、皆様方からも御意見等をお聞かせmけ

れば幸いです。公式に伝えにくい場合には、お知合いの

委只に個人的にお話頂ければと思っております。今後と

も立しくお願い申し上げます。

(明治大学工学部古谷英二)

Adsorption Newsの Vo1.2，No.3をお届けします。

10頁余りの小冊子で与すが、日本吸お学会会以問のコミュ

ニケーションを良くし学会をますます発展させようとい

う編集委員の思いが込められています。会員の皆さんの

御愛読をお願いすると共に廻りの万々にも学会を紹介し

て裁き、会貝グ〉愉をf広げて下さるようお臨し、します。

今年は春先さから楽かったり 11是かかったリ不順なぷ{伎

の連続でした。でも日本国内の技会i¥L;l:非常によく企業の

決算も好調で株価も上がりつづけています。一方では牛

肉オレンジなど貿易摩綴をはじめ国際社会における日本

についての論議が犠んです。私達技術のi!t界に生きる人

間にとっても社会的問題とはなれて過す訳にはいかない

也喝のrllになって米ました。 l吸器という現象を見つめなが

ら、 ';:î~に眼を広くあけて社会問題にも関心を持ってゆき

ましょう。

(オルガノ(附富1);(昭三)

編集委員

委員長松村芳美(産業医学総合研究所)

委 員 金子克美 (千葉大学理学部)

茅原一之 (明治大学工学部)

古谷英二(明治大学工学部)

水鴫 i汚(北炭化成工業(槻技術本部)

宮原昭三(オルガノ(倒)

原 行明(日鉄化工機附研究開発本部)
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